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熱中症に注意

こまめに水分・塩分補給する、暑いときは無理をしない

夜間…ヘッドライトをこまめに切り替え

遠目ライトで早期発見 事故防止

運転中に熱中症？ 意識失い畑に転落

熱中症によって運転中に意識を失い、

ハンドル操作ができなくなった可能性

２０２０／８／１９（水） １９：４４

１８日午後５時ごろ、福岡県で県道を走っていた軽乗用車が道路脇の畑に転落しました。運転していたのは女性

（７９）で、病院に運ばれた際は重体となっていたものの、現在意識は回復しています。女性はその後、病院で熱

中症と診断されました。警察によりますと、事故の直前、女性が運転する車がふらつきながら走っている様子を

後続の車の運転手が目撃していたということです。こうした状況から警察は、女性が熱中症によって運転中に意

識を失い、ハンドル操作ができなくなった可能性があるとみて、調べています。

夜7時 浦河 「小動物避けようと…」

乗用車が路外に飛び出す

母親の膝の上にいた生後8か月の男の子が意識不明の重体

２０２０／８／２０（木） ７：００

１９日午後７時頃、浦河町向別の道道で、車で通りがかった人から「事故でケガをしているようだ」と、消防に

通報がありました。道路から飛び出したのは、会社員の男性運転の乗用車で、男性と助手席に乗っていた妻がけ

がをしたほか、生後８か月の輝ちゃんが意識不明の重体です。警察によりますと現場は片側１車線の直線道路で、

男性は「小動物を避けようとした」と話しているという事です。男性の車にはチャイルドシートが備え付けられ

てされていましたが、赤ちゃんは、事故当時、母親である男性の妻の膝の上にいたということです。警察は事故

の状況を詳しく調べています。


